
Clearwater OSAKA Corporation

下水道の未来を支える企業

弊社（ 。）のご紹介

弊社が運転・保全管理する弁天抽水所上空から見た大阪城
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Clearwater OSAKA Corporation

。について！！

設 立 ： 平成28年7月1日
資本金 ： 1億円（大阪市100%）
社員数 ： 約1,000人
うち、行政経験を有する事務・技術社員 ： 約100人

運転・保全管理の技術・ノウハウを有する社員 ： 約730人

★企業概要★

大阪市（施設の保有）

・大阪市内一円包括業務委託（5年間）

契約期間 H29.4.1～H34.3.31

契約金額 約940億円
市内の管路・ポンプ場・処理場の運転・保全管理

・資本金
・人材

大阪市
100%出資

豊富な経験

蓄積されている
技術・ノウハウ

・下水道事業への貢献が目的

・豊富な行政経験
⇒下水道事業のトータルマネジメント

・長年に渡る運転・保全管理経験
⇒下水道事業の安定経営

◆お客様の必要な時に必要なだけの企画・運営支援
◆お客様に必要な技術やノウハウが残る運営支援

を展開します

管口カメラによる点検 振動計による設備診断 土木建築躯体点検 計画・設計支援業務 施工管理・検査支援 JICA・海外研修生受入

★下水道事業の上下分離（大阪市包括業務）★

（施設の運営）

★CWOの業務事例★

★CWOの特長★

★CWOの特長を活かして（大阪市域外業務）★
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大阪市包括業務

○「連携強化に向けた合意書」の締結
○支援業務（調査・計画・設計等）の受注

○国交省「B-DASH事業」の着実な履行【代表企業:CWO】
・「ICTを活用した総合的な段階型管路診断システムの確立にかかる実
証研究」契約（H30.7.6）

○業務提案・受注に向けた他民間企業との協働
○民間企業との更なる人的交流
○日本下水道事業団との更なる連携深化
・支援業務の受注、共同技術開発、研究会開催等

国土交通省

○国交省「B-DASH事業」
・「ICTを活用した管路マネジメント技術」の事業提案・受注
○管路管理、河川連携検討業務の再委託受注

日本下水道事業団

民間企業

○民間企業との人的交流
○大阪市域外業務の再委託・民間企業支援業務の受注

着実な実施と高度化

○受注業務の着実な実施
当社起因の浸水被害「0」、水質超過回数「0」⇒達成
○ICT活用等による効率化・高度化
・電子調達システム導入、技術系システムの共同開発

組織強化

○組織横断的な社内ＰＴの設置
・課題解決(経営改善、市域外業務、人材育成等)
○経営アドバイザリーボード会議の設置
・経営改善等に関する外部委員との意見交換
○新規採用
・平成29年度：10名 ・平成30年度：13名

○危機管理・品質管理体制等の強化
○ICT・IOTによる包括業務の更なる高度化
○技術力維持・向上への取り組み
・より効果的な研修体系の導入
・技術開発成果の投入によるコスト縮減

大阪市域外業務

。の取り組み！
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○予防保全型維持管理のご提案
○「今すぐでなくても、できることから、

一歩ずつ進めていく方法を
共に考えていきましょう！」

大阪市100%出資団体であることから、
下水道事業への貢献を第一に、
皆さまとともに歩んでまいります。

。のご提案（管路施設）！

Clearwater OSAKA Corporation

管路老朽化に係る様々
な課題解決に向けた維持
管理業務のご提案

CWOのPRパンフレットの例
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